
交通安全の観点による対策箇所一覧表（令和7年11月） :現場点検実施箇所

【大町北部小学校】

番号 点検時期 路線名 地区 箇所名・住所 通学路の危険な状況・内容 対策の検討 実施主体 対策の実施 備考

北部-1 R7.11 大町常盤線 大新田 大新田洞沢商店南 歩道に草が繁茂    維持管理必要 市役所建設課 道パト、直営作業

北部-2 R7.11 大町常盤線 南原町 南原町大町中学南 右析車両多い。横断個所であり注意喚起の表示必要 市役所建設課
横断指導線内ペイント

（グリーン）

北部-3 R7.11 大町常盤線 東若宮町 東若宮はなのき保育園東 交通量多い。歩車分離信号、スクランブル交差点の設置 市役所建設課 対策済　R3 「止まれ」の印字

北部-4 R7.11 十日町1号線 十日町 天主寺東側 道路狭小、脇に落差ある水路がある。水路蓋必要 水路蓋の設置 市役所建設課 縞銅板設置

北部-5 R7.11 十日町1号線 十日町 天正寺東側 道路狭小    時間的進入禁止等の措置 時間的進入禁止措置の検討（一部車両除く） 大町警察署

北部-6 R7.11 十日町1号線 十日町 天正寺北側 歩道とグリーンベルトの混在 市役所建設課 南側の歩道を優先

北部-7 R7.11 十日町1号線 十日町 天正寺南側 スクールゾーン表示の塗り替え 市役所建設課

北部-8 R7.11 十日町1号線 十日町 天正寺南側 歩道脇に流速速い水路あり、転落防止対策 市役所建設課 グレーチング設置

北部-9 R7.11 十日町1号線 十日町 天正寺南北側 市道横断危険    横断歩道の設置等 市役所建設課 ペイント

北部-10 R7.11 西小学校内 十日町 西小学校内 防犯対策、除雪の徹底   照明の設置 地元自治会

北部-11 R7.11 十日町1号線 十日町 十日町 防犯灯の照度確保、増設 地元自治会

北部-12 R7.11 十日町1号線 十日町 西小学校南 市道脇道路側溝の損傷 市役所建設課 修繕（平蓋）

北部-13 R7.11 西小学校内 十日町 西小学校南 南側フェンスヘ通学路明示、 フェンス設置 市役所建設課

北部-14 R7.11 六日町野口綿 六日町 西小南交差点 見通しが悪く危険 市役所建設課 ミラー移設

北部-15 R7.11 六日町野口線 六日町 栗林豆腐店交差点 道路狭小    道路改良必要    昨年提示計画の進捗は

北部-16 R7.11 北原幸町線 幸町 栗林豆腐店から北側 道路狭小   道路改良必要    昨年提示計画の進捗は

北部-17 R7.11 北原幸町線 幸町 栗林豆腐店から北側 グリーンゾーン表示の再塗装必要

北部-18
R7.1

R7.11
北原幸町線 幸町 アルピコタクシー西側 道路狭小   一方通行、時間帯車両通行止め等の措置 大町警察署 整備予定

北部-19
R7.1

R7.11
北原幸町線 幸町 アルピコタクシー西側 ①横断歩道の設置　②歩車道段差解消

①横断誘導線の再ペイント。その際、エリアをグリーンで塗装し

視認しやすくする。
市役所建設課

横断指導線内ペイント

（グリーン）
①横断歩道設置基準満たず設置不可

北部-20 R7.11 北原幸町線 幸町 栗林豆腐店から北側から幸町 街灯少なく防犯上増設必要
①防犯指導

②防犯灯の増設
地元自治会

北部-21 R7.11 十日町1号線 十日町 西小北側交差点

西公園方面からの視認性が悪く危険。西公園方面に向か

うにあたり横断歩道が無く危険。

①視認ミラー増設設置要望また、②横断歩道設置対策の

要望

大町警察署
①実際の交通量の把握必要

②横断歩道設置基準満たず不可

北部-22 R7.11 西公固線 幸町 西公園側道
歩道側に➀ガードパイプの設置

②グリーンベルトの設置

ゾーン３０看板の移動

新年度以降、車の速度取り締まり強化

オービス設置検討

大町警察署

市役所建設課

西公園駐車場T字路ペイント（市

役所建設課）

①すでに歩道（水路）が一段上がって既設であ

るためグリーンベルトは困難

横断歩道は必要待避所の確保が難しいため現段

階では不可

北部-23 R7.11 大町鹿島線 幸町 アルピコタクシー前交差点
待機場所に➀ガードパイプの設置②歩車分離信号、スク

ランブル化

①歩車分離式に変更するには時間を要するため、取り急ぎ歩行者

側の信号の点灯時間を延長することを検討（大町警察署）

②交差点を目立たせるために交差点内をカラーとするか検討（市

役所建設課）

大町警察署

市役所建設課

北西待機場整地済

交差点内ペイント（市役所建設

課）

①スペース不足

・カーブにより見通しが悪いうえ、幅員が狭く、水路を跨いで車

を避けている状況で危険。(H26.11)

・旧北原町公民館交差点では、一時停止をしない車が多いため危

険。(H26.11)

・表示が摩耗し不鮮明。(H28.11)

・積雪により水路との境界が曖昧になり、水路に落ちる危険があ

る。

①建設課

②建設課

③大町警察署

④建設課

①水路に蓋を設置(地権者の合意

形成)一部対策済

②グリーンベルト対策済

③パトロール、取締りの強化

④路面標示の補修対策済

①一部視距改良工事実施

　残りの水路については、側溝部分から改良す

る必要があるため、現地調査や地権者と調整を

行い、対策を検討（R6以降）

③一時停止取締の適宜実施



【大町北部小学校】

番号 点検時期 路線名 地区 箇所名・住所 通学路の危険な状況・内容 対策の検討 実施主体 対策の実施 備考

北部-24 R7.11 大町鹿島線 幸町 交差点から学校入口
①ガードパイプ等の設置要望、②グリーンベルト設置対

策の要望、③水路蓋修繕、交換要望。
③水路蓋修繕対応 市役所建設課 縞銅板修繕

①予算上早急には不可

②すでに歩道（水路）があるため、グリーンベ

ルトは困難

北部-25 R7.11 大町鹿島線 幸町 幸町公民館付近 ①歩車道段差の解消　②横断歩道の設置
②横断誘導線の再ペイント。その際、エリアをグリーンで塗装し

視認しやすくする。
市役所建設課 縞銅板修繕

北部-26 R7.11 学校南側市道 俵町 学校南側 資材置き場、不要物物置等の安全対策 所有者

北部-27

H26.11

H30.11

R3.9

R7.11

国道148号線 俵町 北借馬バス停付近 国道歩道未着工区間の歩道安全対策
スクールバス「信濃木崎駅」「借馬」に乗車す

る児童は裏の道を通る可能性が高い。

北部-28 R7.11 国道148号線 俵町 南借馬交差点法祥苑前 歩道部舗装路面沈下の改修

北部-29 R7.11 国道148号線 俵町
南借馬交差点大町自動車部品

前
コンクリート水路蓋老朽化修繕

北部-30 R7.11 国道148号線 俵町 胡桃沢組付近 歩道植栽の管理適正化

北部-31 R7.11 国道147号線 大黒町 アメリカンドラッグ前 歩道側水路蓋グレーチングの沈下   修繕必要

北部-32 R7.11 国道147号線 大黒町 羽田商会前 歩道部舗装の陥没

北部-33
R7.1

R7.11
国道147号線 不二塚町 横断地下道 老朽化   転倒防止、スラブコンクリート破損、防犯対策 大町建設事務所

早急には難しいが、予算を見ながら順次対応検

討

北部-34 R7.11 県道槍ヶ岳線 不二塚町 佐藤商会前 水路鉄蓋の段差解消 大町建設事務所

北部-35 R7.11 県道槍ヶ岳線 東中原町 西友前 歩道舗装面と水道施設蓋との段差解消 大町建設事務所

北部-36 R7.11 県道槍ヶ岳線 宮田町
県道326号「山田商会」

看板下
水路転落防止柵の改修 水路に児童が転落しないように看板及び転落防止ネットを設置 市役所建設課

水路に児童が転落しないように

看板及び転落防止ネットを設置

済

北部-37 R7.11 県道槍ヶ岳線 宮田町 大町宮田簡易郵便局付近 歩道幅員が狭い    樹木の管理    ガードパイプの設置等 大町警察署 横断歩道再塗装

北部-38 R7.11 県道槍ヶ岳線 宮田町 大町宮田簡易郵便局周辺 歩道部既設水路との段差解消

北部-39 R7.11 県道槍ヶ岳線 宮田町 大町宮田簡易郵便局周辺 歩道部集水桝と舗装面陥没    鉄蓋変形

北部-40 R7.11 県道愴ヶ岳線 野口 県道326号 歩車道境界ブロックの破損

北部-41 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口 県道326号 歩道と民地の段差があり危険    転落防止柵の設置

北部-42 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口 県道326号 歩道部舗装面沈下    空洞があり陥没の恐れ

北部-43 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口 県道326号田畑側 歩道部上留め擁 壁傾斜   倒壊の恐れ

①擁壁の傾斜は範囲や距離も広く大規模な改修となり、長期的な

計画が必要であるため検討する

②歩道の表面の凸凹の補修など小破修繕で対応可能な部分は早期

に進める

北部-44 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口
県道326号と野口１５号線交

差部分（T字路）

歩道脇に流速速 い水路あり高低差もある 　水路蓋や転落

防止柵
小破修繕で対応可能な部分として早急に計画を進める 修繕発注中

北部-45 R7.11 県道愴ヶ岳線 野口 県道326号田畑側 歩道部土留め擁壁傾斜倒壊の恐れ

①擁壁の傾斜は範囲や距離も広く大規模な改修となり、長期的な

計画が必要であるため検討する

②歩道の表面の凸凹の補修など小破修繕で対応可能な部分は早期

に進める

北部-46 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口

県道326号沿い

「大町エネルギー博物館」案

内看板付近

歩道部舗装劣化    バラバラに破損

①擁壁の傾斜は範囲や距離も広く大規模な改修となり、長期的な

計画が必要であるため検討する

②歩道の表面の凸凹の補修など小破修繕で対応可能な部分は早期

に進める

北部-47 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口
県道326号と野口３０号線交

差部分付近
歩道内集水桝コンクリート、舗装路面陥没    鉄板変形

今年度実地点検箇所の道路沿い

随時修繕検討希望
大町建設事務所

北部-48 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口
県道326号と野口３０号線交

差部分付近
歩道部水路コンクリート蓋劣化

北部-49 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口
県道326号と野口17号線交差

部分付近
歩道脇民家ブロック塀傾斜    転倒崩壊の恐れ

北部-50 R7.11 県道愴ヶ岳線 野口
県道326号と野口17号線交差

部分付近

歩道水路コンクリート蓋の段差と傾斜   民家ブロック塀

との段差

今年度実地点検箇所の道路沿い

随時修繕検討希望

大町建設事務所

国道事務所

大町建設事務所



【大町北部小学校】

北部-51 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口
県道326号と野口17号線交差

部分付近
歩道幅員が狭いガードパイプの設置    冬季の対策が必要

北部-52 R7.11 県道槍ヶ岳線 野口
県道326号と野口17号線交差

部分付近
歩道部コンクリート舗装の傾き　崩壊の恐れ

北部-53 R7.11 大原鹿島線 大原町
大原街道、西友から大町温泉

郷方面へ約400m
歩道部と民地田との段差大きい   転落防止対策 市役所建設課

番号 点検時期 路線名 地区 箇所名・住所 通学路の危険な状況・内容 対策の検討 実施主体 対策の実施 備考

北部-54 R7.11 大原鹿島線 大原町
大原街道、西友から大町温泉

郷方面へ約400m
歩道部舗装面沈下    集水桝との段差解消 市役所建設課 修繕完了

北部-55 R7.11 大原鹿島線 大原町
大原街道、西友から大町温泉

郷方面へ約500m
歩道脇民家ブロック塀転倒崩落に危険性

市役所建設課

民家所有者

北部-56 R7.11 大原鹿島線 大原町 松田工務店付近 歩道脇水路部既設フェンスの開口部解消 市役所建設課

北部-57 R7.11 大原鹿島線 大原町
大原街道、西友から大町温泉

郷方面へ約300m
歩道部舗装面沈下    集水桝との段差解消 市役所建設課 修繕完了

北部-58 R7.11 大原鹿島線 大原町
大原街道、西友から大町温泉

郷方面へ約300m
歩道部と民地田との段 差大きい   転落防止対策 市役所建設課 セーフティーパイプ設置

【八坂小中学校】

八坂-1
R7.1

R7.11

明野～大曲間の道

(通称：森の小径）

・今夏、大雨により土砂が流され、下のコンクリートが

剥き出しになっているため、滑りやすく危険。

・倒木が道を塞いでしまっている。斜面には、引き続き

倒木があり、今後の大雨によって、滑り落ちてくる可能

性がある。

・坂道が急で日陰なので，冬は雪や氷ですべりやすい。

・ほとんどの道の崖側にはガードレールがついていな

い。

①小径入口の傾斜エリアの整備を検討（市役所建設課）

②除雪については地域で協議

③見守り、防犯灯の検討（地域）

④通学人数を鑑み、通学方法を徒歩からバスへ変更を検討（学

校、市教委）

①市役所建設課

②④教育委員会

③地域

八坂-2
R5.11

R7.11
国道19号線 野平北 国道１９号野平地区の歩道

歩道にブロック塀、家が出ている。そこだけ歩道が狭く

なっていて（歩道がなくなっている）
整備時の経緯を再確認 国道事務所

歩道利用者：７名（2025.11.28現在）

R7.1点検項目既出

国道整備時（昭和３０年代）に該当の家屋に区

画整理を断られた可能性。

該当家屋は今も居住者がいる様子であった。

八坂-3
R5.11

R7.11
国道19号線 野平北

八坂郵便局から犀新自動車に

かけて

八坂郵便局前の歩道が狭くなっていてその先がカーブで

ある。

見通しが悪い。（船場方面から来る車は要注意）

歩道利用者の人数を調査後、検討 国道事務所

歩道利用者：６名

　　　　（2025.11.28現在）

R7.1点検項目既出

【美麻小中学校】

美麻-1
R5.11

R7.11

県道33号

白馬美麻線
青具

青具地区通学路旭団地～バス

停まで

自動車が早いスピードで走行。縁石はあるが、万が一ス

リップ等で車が突っ込んできたら非常に危険のため、

ガードレールの設置を希望。

走行する車のスピードを落とすことを目的として減速表示などを

検討
大町建設事務所

R5年度該当区間にドットライン

を設置し、ドライバーに対しス

ピードを抑制するように対策

歩道利用者：３名

　　　（2025.11.28現在）

R7.1点検項目既出

縁石と併せてガードレールを設置するパターン

は非常に稀で、歩道を機械で除雪することも考

えると設置は難しい。


